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8
月
20
日
に
、町
立
砥
部
中
学
校
を
中
心
に
国
道
33
号
の
中
央
分
離
帯

南
北
に
10
基
の
砥
部
焼
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
砥
部
陶
街
道
」
が
日
本
風
景
街
道
に
認
定
さ
れ
、
国
土
交

通
省
の
協
力
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

砥
部
焼
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
高
さ
65
㎝
、
幅
65
㎝
に
収
ま
る
も
の
で
、
大

き
な
砥
部
焼
を
作
る
白
潟
八
州
彦
氏
が
作
成
し
た
壺
に
、10
人
の
陶
工
が

絵
付
け
を
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
砥
部
焼
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
、砥
部
町
を
訪
れ
た
人
た
ち
の
旅
の
思

い
出
の
一
つ
と
な
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

砥
部
町

国
道
33
号
に
﹁
砥
部
焼
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
﹂

町（市）法制執務研修会  ……………………………………………………… ２
町（市）職員外国語研修会  …………………………………………………… ２
第１回町議会議員研修会  …………………………………………………… ３
第80回町村議会広報全国研修会  ……………………………………… ３
「これからのまちづくりに向けての支援制度」について  …… ４～５
町村監査委員協議会研修会   ……………………………………………… ６
町の伝統行事  ……………………………………………………………… ６～７
一　筆  ………………………………………………………………………………… ８
７月の行事  ………………………………………………………………………… ８
編集後記   …………………………………………………………………………… ８

Contents



　平成26年 7 月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 64 号　（2）　

法
制
執
務
研
修
会
を
開
催

　
　
愛
媛
県
町
村
会

　

本
会
は
、
本
年
度
の
「
法
制
執
務
研
修

会
」
を
7
月
24
日
に
県
自
治
会
館
で
開
催

し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
（
市
）
の
法
制
執
務
担
当

職
員
と
し
て
必
要
な
条
例
、
規
則
の
立
案
、

解
釈
等
の
知
識
を
習
得
し
、
各
町
（
市
）

の
法
制
の
整
備
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
た
も
の
。

　

講
師
は
、
県
市
町
振
興
課
の
佐
々
木
主

幹
で
、
受
講
者
は
各
市
町
か
ら
10
名
。

　

研
修
内
容
は
別
記
の
と
お
り
。

外
国
語
研
修
会
を
開
催

　
　（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

　
（
公
財
）
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会
（
理
事

長
・
白
石
勝
也
松
前
町
長
）
は
、
7
月
28

日
・
29
日
の
両
日
、
え
ひ
め
共
済
会
館
で

「
平
成
26
年
度
市
町
職
員
外
国
語
研
修
会
」

を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
ん
に
ち
の
国
際
化
の
流
れ

に
対
応
し
、
市
町
職
員
が
基
礎
的
で
実
践

的
な
外
国
語
を
習
得
し
、
日
常
業
務
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の
で
、

各
市
町
か
ら
25
名
の
職
員
が
出
席
し
た
。

　

研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
。

平成26年度町（市）職員法制執務研修会
１　法制執務とは　１（2）法制執務の体系　１（3）立法政策・立法技術　₂　法令学習の必要性
第１章　法令の種類と体形　₁　法と法令　₂　成文法の体系
六法とは　　六法の事例
国と自治体の法体系　２（2）憲法　２（3）法律　２（4）政令　２（5）内閣府令・省令
　２（6）条例　２（7）規則　３（1）告示　３（2）訓令・通達　３（3）要綱　３（4）公告
　４　不文法　５　法令の内容による分類
第２　法秩序の構成原理
第３　法令の効力
第４　条例及び規則　２（1）条例　　２（2）条例事項　・地方自治法上、条例で定めることとさ
れている主な事項　２（3）条例の性格上の制定範囲の制約　・条例制定権の拡大　２（4）法律
と条例の関係　・条例の法令違反が争われた事例　・司法判断における法律と条例の関係　
・条例の法律適合性の判断スキーム　・判断分析　・法律と条例の関係を定める規定　・最近
のユニークな条例

第２章　行政活動における法的仕組み　・行政活動の類型とは？　・私人に対する行政活動の類型
第２　規制行政における主要な法的仕組み　１　許可制　２　特許制との相違　３　認可制　　
４　届出制　５　下命制・禁止制　６　即時強制
許可制度に関する規定　１　本体規定（基本規定）　２　許可の手続　３　許可の基準を法令上定
める趣旨　4　許可の基準の定め方　５　許可の条件　６　許可の取消し　７　その他

第３章　法令用語の基礎知識
第１　基本用語編　（1）「及び」・「並びに」（用法）　（2）「又は」・「若しくは」（用法）・（用例）　
　（3）「時」・「とき」・「場合」（用法）・（用例）　（4）「その他」・「その他の」（用法）・（用例）
　（5）「直ちに」・「速やかに」・「遅滞なく」（用法）　（6）「推定する」・「みなす」（用法）・（用例）
　（7）「準用する」・「例による」（用法）　（8）「者」・「物」・「もの」（用法）　（9）「以上」・「以下」・
「超える」・「未満」（用法）　（10）　「取消し」　・「撤回」（用法）　（11）「この限りでない」・「妨げ
ない」（用法）・（用例）　（12）「～の規定に基づく」　・「～の規定による」（用法）　（13）「同」（用
法）　（14）「指導」・「勧告」・「指示」（用法）　（15）「閲覧」　・「縦覧」（用法）　
第２　法制執務編　	（1）「改正する」・「改める」（用法）　（2）「加える」（用法）　（3）「削る」・「削
除」（用法）　☆「改正する」・「改める」・「加える」・「削る」・「削除」（用法）　（4）「規定」・「規程」
（用法）
第３　立案における用語　１　漢字①　②　③　④　	2　符号①　②　③
第４章　序論（おさらい）　・法制執務とは　・立法技術とは　・公務員に必須の法的な知識
　１（1）条例（法律）の種類　１（2）新規制定条例の例　１（3）一部改正条例の例　１（4）廃止条例
の例　１（5）一部改正条例とは　１（6）県法規集ではどのように掲載されているか　１（7）県
法規集や法令集を使用して改正作業を行う際の留意点

　２（1）条とは　２（2）項とは　・項に関する事項　２（3）号とは　２（4）号をさらに細分する場
合　２（5）号の句点のルール

　３「本文」、「ただし書」
　４（1）表の区分の読み方①②　４（2）条の中の表と別表　４（3）表の中で名詞を列記する場合
　５　本則の規定関係　（1）法令の規定の配列　５（2）法令中に他法令を引用する場合のルール
　６　附則関係　（1）附則とは　６（2）附則に規定すべき事項と順序　６（3）附則に規定すべきで
ない事項　６（4）施行期日に関する規定　アイウエ　６（5）「経過規定」　６（6）経過規定とし
て規定すべき主な事項　アイ　６（7）附則が条となっているものと項となっているもの

【カリキュラム等】
初 級 A 講　師 初 級 B 講　師 中　級 講　師

Day	1
7/28 Mon
10-12 時

自己紹介
挨拶/国籍
質問の仕方
職業

Richard
Michiko

自己紹介
挨拶/国籍
質問の仕方
職業

Rachel
Chise

自己紹介
挨拶/国籍
質問の仕方
職業

Jason

13-15 時 書類の記入
健康

Rachel
Chise

日本の生活
町案内

Richard
Michiko

書類の記入
英語の敬語
健康

Jason

15-16 時 電話の会話 Richard
Michiko 道案内 Rachel

Chise 道案内 Jason

Day	2
7/29 Tues
10-12 時

日本の生活
町案内

Richard
Michiko

書類の記入
健康

Rachel
Chise

日本の生活
町案内 Jason

13-14 時 道案内 Rachel
Chise 電話の会話 Richard

Michiko
電話の会話
丁寧な表現で
用件を聞く

Jason

14-16 時 イギリスの
文化

Richard
Michiko

ケニアの
文化

Rachel
Chise

アメリカの
文化 Jason
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平
成
₂₆
年
度
第
1
回
町
議
会
議
員
研
修
会
が
、7
月
₃₁
日
㈬
午
後
1
時
₃₀
分
か

ら
﹃
メ
ル
パ
ル
ク
松
山
﹄
で
、
町
議
会
議
員
ら
約
₁
₄
₀
人
余
が
出
席
の
下
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

議
会
改
革
に
向
け
て
！

　
第
1
回
議
員
研
修
会
を
開
催

　

研
修
会
は
、
ま
ず
瀧
野
監
事
（
久
万
高

原
町
議
長
）
が
開
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
た

の
ち
、
関
本
会
長
（
松
野
町
議
長
）
が
挨

拶
を
述
べ
た
。

　

次
い
で
研
修
に
入
り
、
次
の
テ
ー
マ
の

講
演
を
聴
講
し
た
後
に
、
午
後
4
時
30
分

に
土
居
副
会
長
（
上
島
町
議
長
）
の
閉
会

あ
い
さ
つ
で
終
了
し
た
。

︿
講　

演
﹀

○
演
題　
「
我
が
町
の
議
会
改
革
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
事
例
の
発
表
」

　

講
師　

井
上
信
一
郎
鳥
取
県
北
栄
町
議
長

　
　
　
　

宮
地
章
一
高
知
県
四
万
十
町
議
長

　
　
　
　

岩
田
重
成
熊
本
県
御
船
町
議
長

　
　
　
　

瀧
野
志
愛
媛
県
久
万
高
原
町
議
長

○
演
題　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

　
　
　
　

～
南
海
地
震
に
備
え
て
～
」

　

講
師　

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

　
　
　
　

香
川
大
客
員
教
授

�
　

乃
田　

俊
信
先
生

第80回町村議会広報研修会日程
■7月10日㈭
　◎講　　演
　　　わかりやすい表現・表記のために
　　　　日本漢字能力検定協会　現代語研究室　室長	 佐竹　秀雄　氏
　　　議会広報誌の編集　読まれる議会広報誌　読まれない議会広報誌
　　　　日本エディタースクール講師、日本経営協会講師
　　　　実践女子短大講師	 　　　　　　長澤　忠徳　氏
　　　写真の見方、考え方	 写真家　　神島　美明　氏

■7月11日㈮
　◎議会広報クリニック
　　第１分科会　エディター、 ㈱メディアブレーン代表取締役
	 　吉村　　潔　氏
　　第２分科会　広報・編集コンサルタント	 芳野　政明　氏
　　第３分科会　グラフィックデザイナー	 長岡　光弘　氏
　　第４分科会　㈱中央文化社編集長	 松澤　光宏　氏

町
村
議
会
広
報
全
国
研
修
会

　
　
　
　
　
　
開
か
れ
る

久
万
高
原
町
・
内
子
町
議
会
か
ら
14
人
が
参
加

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る
、

「
第
80
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会
」
が
7

月
10
～
11
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
を
東

京
都
の
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で
開

催
さ
れ
、
全
国
の
議
会
広
報
編
集
委
員
等

（
約
6
0
0
人
）
が
出
席
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
議
会
活
動
に
対
す
る

住
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
議

会
広
報
実
務
担
当
者
を
対
象
と
し
た
研
修

及
び
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
議
会
広
報

の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

2
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

研
修
会
の
1
日
目
は
、「
わ
か
り
や
す
い

表
現
・
表
現
の
た
め
に
」
に
つ
い
て
日
本

漢
字
能
力
検
定
協
会
現
代
語
研
究
室
室
長

の
佐
竹
秀
雄
氏
に
、「
議
会
広
報
誌
の
編
集

　

読
ま
れ
る
議
会
広
報
誌
・
読
ま
れ
な
い

議
会
広
報
誌
」
に
つ
い
て
、
日
本
エ
デ
ィ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
講
師
で
日
本
経
営
協
会
講

師
、
実
践
女
子
短
大
講
師
の
西
村
良
平
氏

に
、「
写
真
の
見
方
、
考
え
方
」
に
つ
い

て
、
写
真
家
の
神
島
美
明
氏
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
講
演
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
2
日
目
に
は
4
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
、
エ
デ
ィ
タ
ー
、
㈱
メ
デ
ィ
ア
ブ

レ
ー
ン
代
表
取
締
役
の
吉
村
潔
氏
、広
報
・

編
集
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
芳
野
政
明
氏
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
長
岡
光
弘

氏
及
び
㈱
中
央
文
化
社
編
集
長
の
松
澤
光

宏
氏
に
よ
る
「
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

が
行
わ
れ
た
。

　

な
お
、
本
県
か
ら
は
久
万
高
原
町
議
会

及
び
内
子
町
議
会
の
広
報
編
集
委
員
ら
14

人
が
参
加
し
た
。

　

研
修
日
程
は
左
上
の
と
お
り
。
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は
じ
め
に

　

近
年
、
我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
行

し
て
お
り
、
特
に
本
県
を
は
じ
め
と
し
た
地
方
に
お
い
て

は
そ
の
急
速
な
進
展
に
よ
る
活
力
の
低
下
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
方
自
治
体
や
各
種
団
体
な
ど
が
参
加

し
て
設
立
し
た
一
般
財
団
法
人（
以
下
、	「
財
団
」）が
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
み
に
対
し
て
助
成
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
助
成
事
業
の
う
ち
、
主
な
も
の
に
つ
い

て
当
課
で
取
り
扱
っ
た
事
例
を
交
え
な
が
ら
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
主
な
助
成
事
業
の
活
用
事
例

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

取
組
み
に
対
す
る
助
成
。

　

・
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
助
成
事
業

【
補
助
率
：
対
象
経
費
の
1
0
0
％
以
内
、
限
度
額
：

2
0
0
万
円
】

愛
媛
県
企
画
振
興
部
地
域
政
策
課

地
域
づ
く
り
支
援
グ
ル
ー
プ　

 　
主　

任 　

明
　
神
　
政
　
慈

［
活
用
事
例
］（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
助
成
事
業
））

・
「
歴
史
文
化
を
活
用
し
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事

業
」（
鬼
北
町
）

　

人
口
減
少
に
よ
り
地
域
に
埋
も
れ
つ
つ
あ
る
文
化
・
文

化
財
を
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
、
そ
の
価
値
を
見
直
す

こ
と
で
、
地
域
文
化
の
継
承
、
生
涯
学
習
の
推
進
、
地
域

へ
の
愛
着
心
の
醸
成
、
地
域
の
魅
力
の
発
信
を
目
的
と
し

た
「
文
化
財
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
や
「
ひ
よ
し
星
降

る
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
な
ど
の
取
組
み
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ら
の
Ｐ
Ｒ
経
費
や
講
師
の
招
聘
費
用
に
活
用
さ
れ
ま
し

た
。［
総
事
業
費
2
，
3
3
4
千
円
、助
成
金
2
，
0
0
0

千
円
）］

　（
一
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
事
業

　

市
町
を
含
め
た
地
域
の
団
体
が
実
施
す
る
移
住
や
交
流

人
口
の
増
加
等
に
つ
な
が
る
事
業
に
対
す
る
助
成
。

【
補
助
率
：
対
象
経
費
の
1
0
0
％
以
内
、
限
度
額
：

2
0
0
万
円
】

［
活
用
事
例
］（
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援

事
業
）

・「
若
返
り
玉
手
箱　

～
移
住
交
流
で
学
校
を
救
え
～
」

（
伊
予
市
）

　

双
海
地
区
に
お
い
て
集
落
単
位
で
の
活
動
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
移
住
・

交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
て
実
施
し
た
空
き
家
バ
ン
ク
の

整
備
や
空
き
家
マ
ッ
プ
デ
ー
タ
の
作
成
、
独
自
の
移
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
作
成
・
公
開
に
よ
る
情
報
発
信
、移
住

体
験
事
業
「
い
な
か
子
育
て
体
感
ツ
ア
ー
」
な
ど
の
活
動

経
費
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。［
総
事
業
費
2
，0
9
2

千
円
、
助
成
額
2
，
0
0
0
千
円
］

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の

�

支
援
制
度
に
つ
い
て「ひよし星降るキャンドルナイト」開催風景
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　（
一
財
）
地
域
総
合
整
備
財
団
（
ふ
る
さ
と
財
団
）

　
新
・
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業

　

地
域
再
生
に
取
り
組
む
際
の
課
題
に
対
応
で
き
る
知
識

や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
有
す
る
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
の

外
部
の
専
門
的
人
材
を
活
用
す
る
の
に
必
要
な
経
費
の
一

部
を
助
成
。

　

・
助
成
金

【
補
助
率
：
対
象
経
費
の
2
／
3
以
内
、
限
度
額
：

7
0
0
万
円
】

・
外
部
人
材
派
遣
（
初
期
対
応
型
）

　

1
件
当
た
り
2
人
、
年
1
回
、
連
続
す
る
3
日
以
内

を
限
度
。

【
謝
金
：
外
部
人
材
1
名
に
つ
き
1
回
10
万
円
、
限
度

額
：
20
万
円
】

【
旅
費
：
原
則
1
回
に
つ
き
6
万
円
、
限
度
額
：
12
万

円
】

［
活
用
事
例
］（
新
・
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
（
調

査
・
相
談
事
業　

短
期
診
断
派
遣
※
））

・
「
古
民
家
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
活
性
化
手
法

に
つ
い
て
の
指
導
・
助
言
」（
松
山
市
）

　

三
津
浜
地
区
で
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
全
国
の
事
例
や

ま
ち
づ
く
り
の
手
法
に
つ
い
て
指
導
・
助
言
を
得
る
た
め

に
、
本
事
業
を
活
用
し
て
外
部
の
専
門
家
の
派
遣
を
受
け

ま
し
た
。

　

な
お
、
三
津
浜
地
区
で
は
こ
の
事
業
で
受
け
た
指
導
・

助
言
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
平
成
26
年
度
に
「
新
・
地
域
再

生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
（
助
成
金
）」
を
活
用
し
て
食
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
取
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
（
※
平
成
26
年
度
か
ら
外
部
人
材
派
遣
（
初
期
対
応
型
）

に
変
更
）

「文化財サポーター養成講座」開催風景

http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/h12900/
genkinashuurakudukuri/chiikidukurim

enu/
siennm

enuitirann.htm
l

　
今
後
の
展
望

　

こ
こ
ま
で
3
つ
の
財
団
が
行
っ
て
い
る
助
成
事
業
の
活

用
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
専
門
家
の
派

遣
費
用
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
経
費
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
事

業
の
経
費
、
施
設
整
備
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
事
業
の
経
費
な

ど
に
対
す
る
様
々
な
助
成
事
業
が
あ
り
、
交
付
対
象
と
な

る
団
体
な
ど
の
要
望
に
合
わ
せ
て
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
活
用
事
例
で
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
松
山
市
三
津
浜
地
区
の
よ
う
に
取
組
み
の
進
捗
状
況

に
応
じ
て
複
数
の
事
業
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
自

力
で
進
め
る
よ
り
早
く
取
組
み
を
進
め
て
い
る
事
例
も
あ

り
ま
す
。

　

先
日
、
日
本
創
成
会
議
の
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会

が
発
表
し
た
2
0
4
0
年
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
現
在

約
1
8
0
0
あ
る
全
国
市
区
町
村
の
う
ち
約
半
数
に
上
る

8
9
6
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
活
性
化
の
重
要
性
は
今
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
助
成
事
業
を
含
め
、

数
多
く
の
支
援
事
業
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
賢

く
活
用
し
、
地
域
の
魅
力
づ
く
り
や
情
報
発
信
、
産
業
振

興
に
よ
る
雇
用
の
創
出
と
い
っ
た
地
域
の
活
性
化
の
取
組

み
を
進
め
て
い
く
た
め
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

な
お
、
本
県
の
Ｈ
Ｐ
で
集
落
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
支

援
事
業
等
の
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も

参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「いなか子育て体感ツアー」開催風景
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平
成
26
年
度
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協

議
会
研
修
会
が
、
7
月
22
日
㈫
午
後
2
時

か
ら
「
え
ひ
め
共
済
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、

町
監
査
委
員
ら
29
人
が
出
席
し
た
。

　

研
修
会
は
、
ま
ず
片
岡
会
長
（
内
子
町

代
表
監
査
委
員
）
が
挨
拶
を
述
べ
た
の

ち
、
た
だ
ち
に
研
修
に
入
り
、
砥
部
町
代

表
監
査
委
員
の
影
浦
浩
二
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
Ⅰ
監
査
委
員
の
た
め
の
複
式
簿
記
の

基
礎
知
識
」
と
「
Ⅱ
監
査
委
員
監
査
に
お

け
る
分
析
的
手
続
き
」
の
2
つ
の
テ
ー
マ

で
2
時
間
半
の
講
演
を
聴
講
し
、
午
後
4

時
40
分
、
小
島
副
会
長
（
愛
南
町
代
表
監

査
委
員
）
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
研
修
会
を

終
え
た
。

　

な
お
、研
修
会
終
了
後
に
同
会
館
で
、監

査
委
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の
意

見
交
換
会
を
実
施
し
た
。

平
成
26
年
度
研
修
会
を
開
催

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
　

講師：影浦砥部町代表監査委員

研 修 会 次 第

1　開　　会　　	 14：00
2　あいさつ　　片岡会長
3　研　　修	 　　14：00～16：30
　　　「Ⅰ　監査委員のための複式簿記の基礎知識」
　　　「Ⅱ　監査委員監査における分析的手続き」
　　　　　公認会計士・税理士
　　　　　砥部町代表監査委員
　　　　　　　影　浦　浩　二（かげうら こうじ） 氏
4　事務連絡　	 　16：30～17：00
5　閉　　会　　小島副会長	 　　17：00

秋
ま
つ
り

●
場
所
／
松
野
町
内
（
松
丸
地
区
、吉
野
生
地
区
︶

●
実
施
時
期
／
10
月
第
４
日
曜
日

【
概　

要
】

　

五
穀
豊
穣
を
祝
う
伝
統
的
祭
り
。
松
丸
地
区
で
は
牛
鬼
・
四
ツ
太
鼓
、
吉
野
生
地

区
で
は
獅
子
舞
・
五
ツ
鹿
踊
り
・
牛
鬼
・
四
ツ
太
鼓
、
大
名
行
列
な
ど
が
町
を
練
り

歩
き
ま
す
。
牛
鬼
と
四
ツ
太
鼓
の
鉢
合
わ
せ
は
見
物
。

町
の
伝
統
行
事



愛 南 町

鬼 北 町
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秋
祭
り

●
場
所
／
愛
南
町
内
一
円

●
実
施
時
期
／
11
月
3
日

で
ち
こ
ん
か

●
場
所
／
鬼
北
町
近
永
８
０
０
番
地
1
鬼
北
町
役
場
裏　

河
川
敷

●
実
施
時
期
／
10
月
11
・
12
日
（
10
月
第
２
土
曜
・
日
曜)

【
概　

要
】

　

農
作
物
の
収
穫
を
感
謝
し
、五
穀
豊
穣
を

祈
願
し
て
毎
年
11
月
3
日
に
開
催
さ
れ
る
。

御
荘
町
史
や
一
本
松
町
史
に
よ
る
と
、
か

つ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
が
異
な
っ
た
日

に
秋
祭
り
を
行
っ
て
い
た
が
、
大
正
3
年

（
1
9
1
4
年
）、当
時
の
南
宇
和
郡
長
の
提

案
に
郡
内
各
町
村
が
応
じ
て
、明
治
天
皇
の

誕
生
日
で
あ
る
11
月
3
日
に
統
一
さ
れ
た
。

　

当
日
、
町
内
各
地
区
で
は
牛
鬼
、
唐
獅
子
、

五
ツ
鹿
踊
り
の
ほ
か
、四
ツ
太
鼓
や
神
輿
が

繰
り
出
し
て
笛
や
太
鼓
の
祭
囃
子
、大
き
な

掛
け
声
が
終
日
響
き
渡
り
、町
内
が
祭
り
一

色
に
染
ま
る
。

【
概　

要
】

　
「
で
ち
こ
ん
か
」
と
は
、
鬼
北
町
の
方

言
で
「
出
て
き
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
意
味
。

旧
広
見
町
合
併
40
周
年
を
記
念
し
て
平
成

６
年
か
ら
始
ま
り
、
合
併
後
も
鬼
北
町
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

前
夜
祭
で
は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
お
い

て
、
鬼
北
町
の
太
鼓
集
団
「
魁
」
を
は
じ

め
と
す
る
県
内
外
の
太
鼓
集
団
が
熱
い
邦

楽
ラ
イ
ブ
を
展
開
。
当
日
に
は
、
歌
や
ダ

ン
ス
な
ど
の
多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

他
、
町
内
外
の
約
1
0
0
の
お
店
が
軒
を

連
ね
る
「
び
っ
く
り
市
」
や
川
魚
の
つ
か

み
ど
り
、恒
例
の
ジ
ャ
ン
ボ
き

じ
鍋
の
無
料
提
供
な
ど
、毎
年

多
く
の
来
場
客
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。
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7
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
第
4
回
農
地
制
度
の
あ
り
方
に

関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
合
、

都
道
府
県
市
町
村
振
興
協
会
事
務
局
長

会
議
、
長
期
貸
付
の
シ
ス
テ
ム
説
明

▽
2
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

幹
事
会
、
地
域
情
報
化
広
域
セ
ミ
ナ
ー

2
0
1
4
㏌
愛
媛

▽
3
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、全
国

町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県
会
長
会
・
実

効
運
動
、
全
国
町
村
下
水
道
推
進
大
会

▽
4
日
＝
全
国
山
村
振
興
連
盟
理
事
会
、

全
国
町
村
会
政
策
調
整
会
議
意
見
交
換

会
▽
5
日
＝
全
国
町
村
会
政
策
調
整
会
議
及

び
松
前
町
視
察

▽
8
日
＝
第
3
回
え
ひ
め
6
次
産
業
化
推

進
チ
ー
ム
会
議

▽
9
日
＝
北
方
領
土
返
還
要
求
愛
媛
県
民

会
議
平
成
26
年
度
定
期
総
会

▽
10
日
＝
第
80
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会

（
11
日
ま
で
）

▽
11
日
＝
第
72
回
国
民
体
育
大
会
愛
媛
県

準
備
委
員
会
第
1
回
募
金
・
企
業
協
賛

推
進
委
員
会

▽
14
日
＝
内
外
情
勢
調
査
会
松
山
支
部
懇

談
会
、
全
国
町
村
会
長
・
会
長
代
行
打

合
会
、
全
国
町
村
会
臨
時
正
副
会
長
会
、

西
日
本
地
区
各
県
町
村
議
会
議
長
会
協

議
会
、
地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
改
正

に
関
す
る
説
明
会

▽
16
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会
、
町
村
議
会
議
員
共
済
会
代

議
員
会
、
全
国
町
村
議
会
議
員
互
助
会

代
議
員
会
、（
一
般
）全
国
町
村
議
員
会

館
臨
時
評
議
員
会
、
都
道
府
県
町
村
議

会
議
長
会
会
長
・
事
務
局
長
意
見
交
歓

会
、
第
53
回
交
通
安
全
県
民
大
会

▽
17
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
7
月
定
例
常

任
会
議
員
会
議
、全
国
交
通
災
害
共
済
組

合
職
員
研
修
会
、全
国
退
職
手
当
組
合
退

職
手
当
制
度
研
究
会
、全
国
浄
化
槽
推
進

市
町
村
協
議
会
平
成
26
年
度
全
国
事
務

局
長
会
議
、
宝
く
じ
幸
運
の
女
神
来
局

▽
18
日
＝
平
成
26
年
度
農
山
村
活
性
化
研

修
会

▽
22
日
＝
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

決
算
監
査
、
平
成
26
年
度
愛
媛
県
町
村

監
査
委
員
協
議
会
研
修
会

▽
23
日
＝
中
国
・
四
国
地
区
退
職
手
当
組

合
事
務
連
絡
会
議

▽
24
日
＝
平
成
26
年
度
町（
市
）職
員
法
制

執
務
研
修
会

▽
27
日
＝
第
20
回
「
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
」

展
覧
会
表
彰
式

▽
28
日
＝
平
成
26
年
度
市
町
職
員
外
国
語

研
修
会（
29
日
ま
で
）

▽
29
日
＝
第
69
回
町
村
議
会
事
務
局
職
員

研
修
会（
30
日
ま
で
）、
第
92
回
中
央
教

育
審
議
会
総
会

▽
31
日
＝
平
成
26
年
度
第
1
回
町
議
会
議

員
研
修
会
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
研
修
会
の
開
催
に
向
け
て
の
担
当
者

会
議

編
集
後
記

　

蝉
し
ぐ
れ
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
夏
は
暑
い
に
き
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
暑
い
。
中
年
と
呼

ば
れ
て
久
し
く
な
っ
た
我
が
身
に
と
っ
て
、

こ
の
暑
さ
は
こ
と
さ
ら
堪
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
と
き
は
、
お

風
呂
と
お
酒
に
限
り
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
む
の
に
3
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
あ
る
そ
う
で
す
。「
う
れ
し
い
と
き
」

「
悲
し
い
と
き
」「
そ
の
他
す
べ
て
の
と
き
」

（　

阿
刀
田
高
さ
ん
）。

　

も
ち
ろ
ん
僕
の
場
合
は
3
番
目
で
す
。

by

　　
　

食
材
は
純
自
前

　

早
朝
の
空
気
は
、
清
々
し
い
で
あ
ろ
う

は
ず
が
、
家
か
ら
外
へ
一
歩
出
る
と
、
ミ

ン
ミ
ン
蝉
の
鳴
き
声
が
耳
を
劈
く
（
つ
ん

ざ
く
）。
情
緒
な
ど
全
く
な
い
騒
音
で
あ

り
、
昼
間
の
猛
暑
の
序
曲
で
あ
る
。

　

さ
す
が
に
大
暑
（
陽
暦
で
7
月
23
日
ご

ろ
。
暑
さ
が
一
番
厳
し
い
。）
で
あ
る
。
日

本
列
島
を
す
っ
ぽ
り
覆
っ
た
猛
暑
は
、
各

地
で
連
日
記
録
破
り
で
あ
る
。“
水
分
補

給
”
の
声
が
四
方
八
方
か
ら
聞
こ
え
て
来

る
。
35
℃
以
上
の
日
が
続
く
と
、
た
ま
に

涼
し
く
感
じ
る
時
の
気
温
が
31
℃
を
指
し

て
い
る
現
実
に
一
寸
驚
く
。
暑
さ
慣
れ
の

せ
い
？
日
常
の
慣
れ
に
感
心
し
た
り
怖
さ

を
感
ず
る
今
年
の
夏
で
あ
る
。
そ
の
慣
れ

や
驚
き
は
気
温
だ
け
に
し
て
ほ
し
い
…
。

　

さ
て
、
以
前
か
ら
わ
が
国
の
食
糧
自
給

率
（
㌍
ベ
ー
ス
で
、
現
39
％
）
に
つ
い
て

は
、
大
き
な
課
題
と
し
て
、
そ
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
関
係
者
が
熟
慮
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
未
だ
に
断
ト
ツ
の
最
低

ク
ラ
ス
。

　

既
に
起
こ
っ
て
い
る
地
球
全
体
で
の
異

常
気
象
、
地
球
人
口
数
と
耕
地
面
積
の
バ

ラ
ン
ス
、
国
益
の
み
を
先
行
し
た
諸
外
国

の
存
在
等
、
先
々
の
見
透
し
は
、
安
定
し

た
食
糧
確
保
が
極
め
て
厳
し
く
「
想
定
外

で
あ
っ
た
」
と
は
云
え
な
い
状
態
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
砂
漠
の
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
・

金
銀
よ
り
、
慎
ま
し
く
堅
実
な
水
の
確
保

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
素
朴
な
精
神
は

必
要
。

　

食
品
の
安
全
・
安
心
は
提
供
す
る
側
と

し
て
至
極
当
た
り
前
の
務
め
、
行
為
で
あ

ろ
う
は
ず
が
、
国
民
性
な
の
か
、
単
な
る

意
識
の
違
い
な
の
か
、
大
き
な
開
き
が
あ

る
こ
と
に
今
更
な
が
ら
適
切
な
言
葉
が
見

つ
か
ら
な
い
事
象
が
、
先
ご
ろ
報
道
さ
れ

た
。
食
品
に
対
し
『
こ
れ
で
は
死
な
な
い

…
』
の
感
覚
で
は
困
る
。
た
だ
日
本
人
の

よ
う
に
食
品
に
対
す
る
善
意
な
意
識
と
は
、

格
段
に
差
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
。

　

無
料
譲
渡
で
も
な
い
正
当
な
商
品
売
買

取
引
で
の
不
都
合
は
、
買
う
側
の
立
場
を

明
確
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
結
末
を

し
っ
か
り
抑
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
確
た

る
認
識
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
大
事
な
も

の
を
失
い
か
ね
な
い
。
今
回
は
再
学
習
？

で
あ
っ
た
。

　

国
内
に
あ
っ
て
は
、
農
業
就
業
者
62
％

が
65
歳
以
上
。
広
大
な
休
耕
廃
田
・
畑
・

園
の
未
利
用
地
増
、
さ
ら
に
農
産
物
輸
入

の
食
糧
界
で
、
年
間
1
千
7
0
0
万
ト
ン

以
上
の
食
品
ゴ
ミ
が
発
生
し
て
い
る
現
状
。

　

国
際
間
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で

は
、
自
国
の
食
糧
確
保
が
ぶ
れ
る
こ
と
の

な
い
条
件
で
関
係
者
に
頑
張
っ
て
頂
き
た

い
。
勿
論
、
今
や
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
で
動

い
て
お
り
、
あ
る
意
味
持
ち
つ
持
た
れ
つ

が
解
か
る
、
こ
の
こ
と
を
論
外
に
す
る
つ

も
り
は
な
い
。
た
だ
生
命
維
持
（
食
糧
）

が
先
進
国
最
低
で
あ
る
こ
と
、
維
持
装
置

を
外
国
に
握
ら
れ
等
も
留
意
し
、
避
け
る

べ
き
時
で
あ
ろ
う
。
食
材
は
、
国
産
・
純

自
前
で
活
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
世
界
遺

産
の
「
和
食
」
に
相
応
し
く
…
。

�

　
（
Ｔ
）

「
絶
対
に
満
ち
足
り
た
気
持
ち
で
、休
ら

う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
人
間
に
は
な
い

事
だ
」

�

　
（
ス
ウ
イ　

フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
）
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